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グローバル･マーケテイングからみた
シベリアの事業環境評価
新潟大学･敬和学園大学他非常勤講師 富山栄子
はじめに1
フイオナ･ヒルとクリフォード･ガディ共著の『シベリ
アの呪い』(ブルッキング研究所)という本が話題になっ
ている｡その主たる内容は､シベリアは寒く､辺境にあり､
寒さと距離は高くつき､ロシアの発展の障害物となる｡ロ
シアの将来は､暖かく市場に近いロシアのヨーロッパ部の
発展に基礎を置くべきだ｡シベリアの経済活動を縮小し､
シベリアから人々を移動させることが､ロシアの経済発展
のための解決策だというものであるZ｡
シベリアは､極東と′並び､帝政ロシアおよびソ連時代に
ヨーロッパ･ロシアや外国-の資源供給地とされてきた｡
チュメニ州やトムスク州で生産されたエネルギー資源､特
に天然ガスと石油がヨ｣ロツパ･ロシア-移出され､西側
-輸出されることにより､ロシアの経済成長に貢献してき
た｡､
今日ロシアでは､石油や天然ガスの輸出による外貨獲得
が経済発展上の大きな原動力となっている｡プーチン大統
領は､東シベリア･極東が重要であること､そして､これ
らの地域のアジア太平洋地域-の統合が必要であることを
認識している｡2000年7月にプーチン大統領は｢ロシア連
邦対外政策概念｣を改訂した｡同文書では､ロシアの対外
政策におけるアジアの重要性が向上しつつあり､シベリア
地域と極東地域の経済発展を促進することが不可欠である
ことが明記されているDさらに､2003年にロシア政府は､
新しいロシアのエネルギー戦略を作成したoその主眼は､
国営および民間､そして国内外の石油ガス会社の参加を得
て､東シベリアと極東におけるエネルギー資源の総合的な
開発を図ることにあるOプーチン大統領はエリツィンと異
なり､-シベリアや極東を頻繁に訪れ､学界や経済界との実
務的会合を重ねてきた｡そして､東シベリアや極東の発展
を目指した特別プログラムを作成する上で彼らのイニシア
ティブを支持している3｡
日本は､石油の安定確保を主たる目的として､東シベリ
アの石油パイプライン計画に関与しようとしている｡日本
政府は､2004年4月に資源エネルギー庁が発表した『2030
年に向けた国際エネルギー戦略』の中で､ロシアをエネル
ギー供給源多角化の観点から重要なパートナーであると明
言したOその理由として過度な中東依存をL是正することが
日本や､アジアのエネルギー安定供給のために重要である
としている｡さらに､ロシアとの外交･経済関係の強化に
加え､サハリン石油･ガス開発､太平洋パイプライン等の
プロ､ジェクトを､経済性等を確保しつつ着実に推進するこ
とが重要であるとしている4｡
では､日本企業はシベリアをどのようにみているのだろ
うか｡ソ連邦が崩壊してから､日本の主要な企業はロシア
市場-積極的な輸出を行っている｡しかし､それはモスク
ワを中心としたロシアのヨーロッパ部であって､シベリア
は重要な市場とは見なしてこなかった｡日本企業はこれま
で､ウラル山脈以西のヨーロッパ･ロシア地域を主たる市
場と見てきたDシベリアは､極東と同様､有効需要は少な
いと見られてきた50
果たして､本当にシベリアは市場として魅力はないのだ
ろうか｡『シベリアの呪い』で言われているようにロシア
にとって｢呪い｣なのだろうか｡世界を舞台にビジネスを
展開する企業にとり､シベリアは石油のような天然資源し
か魅力はないのか｡市場としては今後の可能性もない地域
なのだろうか｡もしそうであるとするとそれは何が問題に
なっているのであろう_か｡
1 筆者らは笹川平和財団｢ロシアとアジア｣プロジェクトの一環として､2004年8月17日～9月 1日までロシア･イルクーツク､ノヴォシビルスク､
中国黒龍江省ハルビン､遼寧省落陽を訪問し､調査･資料収集を行った｡イルクーツクでは､イルクーツク州政府､ロシア科学アカデミー･シベリ
ア支部イルクーツク科学センター､ロシア国立イルクーツク工科大学､ノヴオシビルスクではノヴオシビルスク市役所､シベリア地域間連合｢シベ
リア合意｣､シベリア見本市､ノヴォシビルスク工科大学､ロシア･アカデミゴロドク科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織研究所を訪
問した｡本稿は現地調査の成果の一部である｡
2 Hil,F.aCaddy,C.(2003)TheSiberianCurse,B'ookingsInstitutionPyess,Washington,D.C.
3 simonia,NA(2004)"NewTendenciesinEvolutionofWorldSituationandtheirImplicationsforPossibilitiesofMultilateralCooperationin
theNorthPac血:Region',whichwaspresentedatthe20thNorthPacifcInternationalForumonOct8.2004,Sapporo,Japan(mimeo).､伊藤庄一
2004)｢プーチン時代の中露関係-ロシア東部地域をめぐる2国間関係を中心に｣『｢スラブ･ユーラシア学の構築｣研究報告集』(2)､2004年3月｡
4 経済産業研究所F2030年に向けた国際エネルギー戦略』http://ww .rieti.gojp/users/tanabe-yasuo/pdf/20040623.pdf(2005年3月22日アクセス)､
Ivanov,V･良ItD,S･(2005)China.JapanandRussia:TowardsaNewEnergySecurityNexus,ErinaReportVol.62.pp,1-15.
5富山栄子(2004)『ロシア市場参入戦略』ミネルヴァ書房｡
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グローバル･マーケテイングにおいては､-参入しようと
計画している国の環境分析が必要である｡不十分なマーケ
テイング･リサーチによる外国市場-の参入決定の失敗は
後に大きなコストとしてはね返ってくる｡また､当該市場
の潜在性が高いにもかかわらず､'不参入の決定が下された
り､参入決定が遅延したりすると大きな機会の損失になる｡
参入しようと計画している国の環境分析はまず､マクロ分
析とミクロ分析を行う必要がある｡分析では､現在の状況
のみならず､将来の環境の変化も考慮する必要があるOさ
らに､当該国-の参入を果たした後は市場拡張段階として､
販売拠点を拡張させていく必要がある｡販売拠点をどこに
設置するかは､輸出マーケテイングチャネル戦略において
重要な課題である｡果たして､シベリアは販売拠点を設置
するにふさわしい場所なのであろうか｡本稿では以上のよ
うな問題意識からシベリアの事業環境評価するために基礎
的なマクロ分析を試みる｡
1.シベリア行政構造･行政区分
最初に､シベリア地域経済の現状と課題を整理する｡そ
もそも｢シベリア｣とはロシアのどの地域を指すのであろ
うか｡
ロシアには89の連邦構成主体が連邦政府の下にあり､7-
つの連邦管区(北西､中央､沿ボルガ､南､ウラル､シベ
リア､極東)に区分されている(図1)｡エリツィン大統
領時代は､地方の有力者に政治的に譲歩する傾向が強く､
地方有力者の実権が強くなっていった｡このような状態を
改めるために､プーチン大統領が､2000年5月に､7つの
連邦管区を置き､それぞ叫 こ大統領全権代表を配置したO
これにより､モスクワが連邦管区主体に対する統制の垂直
構造を強める一方､政治･経済の安定を図るために｢法の
図1.ロシア連邦管区
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支配｣の徹底化を目ざしてきた｡
ソ連時代から連邦管区が導入されるまでは.11の地域区分
(北西､中央､ボルガ･ビヤトカ､中央黒土､北カフカス､
沿ボルガ､ウラル､北部､西シベリア､酉シベリア､東シ
ベリア､極東地域)が使われていたO,東シベリア地域はブ
リヤーチア共和国､トウヴァ共和国､ソ､カシア共和国､ク/
ラスノヤルスク地方､タイムイル自治管区､エヴェンキ自
治管区､イルクーツク州､ウスチ･オルダ･ブリヤート自
治管区､チタ州､アガ･ブリヤート自治管区から構成され
ていた｡酉シベリア地域は､アルタイ共和国､アルタイ地
方､ケメロヴォ州､ノヴオシビルスク州､オムスク州､ト
ムスク州､チュメニ州､ハンティ･マンシ自治管区､ヤマ
ロ･ネネッ自治管区から構成されていた(図2)0
図2.シベリア連邦管区
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ルグ･プリヤート自治管区､74.ケメロヴオ州､75.ノヴオシビルスク州､
76.オムスク州､77.トムスク州､78.チタ州､79.アガ･プリヤート自治
管区
出所:『ビジネスガイド ロシア 2004-2005』224頁､ロシア東欧貿易会｡
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ニ州､ハンティ･マンシ自治管区､ヤマロ･ネネッ自治管
区を含めた西シベリアとブリヤーチア､チタ州を含めた東
シベリアを指すという7｡そこで､本稿もこれに従い､｢シ
ベリア｣地域は､シベリア連邦管区にチュメニ州､ハンティ･
マンシ自治管区､ヤマロ･ネネッ自治管区を含めた地域を
指すことにする｡
r図3.ウラル連邦管区
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出所:『ビジネスガイド ロシア 2004-2005』223頁､ロシア東欧貿易会｡
2.シベリアの人口
シベリア連邦管区の面積はロシアのおよそ30%を占めて
いる｡一方､人口は2005年 1月1日現在で1月79.4万人､ロ
シア全体の14.8%を占めるにすぎない｡広大な面積の割に
少ない人口である｡シベリア連邦管区の人口は､ロシア国
家統計委員会の統計によると､1992年の2,123.4万人をピー
クに減少傾向を示しており､2005年1月1日現在1,979.4万
人で､人口減少率は▲6.8%である｡東シベリアの中心地､
イルクーツク州は､ロシア極東地域とウラル･中央アジア
を繋ぐシベリア東部の工商および交通の要衝である｡同州
でも1993年の281.7万人をピークに減少を続け､2005年 1
月 1日現在254.5万人であるC減少率は▲9.6%である.シ
ベリア連邦管区の中心都市ノヴオシビルスク市があるノ
ヴォシビルスク州でも､1992年の275.5万人をピークに人
口が減少しており､2005年 1月現在266.2万人である｡減
少率は▲3.4%である80
これに対し､石油･天然ガスが豊富なチュメニ州では
1993年の313:7万人から人口は増え2005年には330.8万人に
達し､増加率は+5.4%である｡､ロシア国家統計委員会の
連邦管区別の2001年の対1989年人口移動数では､極東連邦
管区､シベリア連邦管区､ウラル連邦管区､北西連邦管区
というロシアの東部と北部から人口が移出している｡そし
て､中央連邦管区､沿ボルガ連邦管区､南連邦管区という
ロシアの西部と南部-人口が移入している｡その数は
123.6万人にも及ぶ.
極東連邦管区内の各連邦構成主体の人口減少率は､シベ
リア連邦管区内のそれよりも大きい｡シベリア連邦管区内
で最も人口減少率が大きいのは最北のタイムイル自治管
区､エヴェンキ自治管区､極東に近いチタ州である｡次に
イルクーツク州､ブリヤーチア共和国､ケメロヴオ州が5
-10%の減少率で続く｡一方､10-15%の人口増加率を示
しているのは､シベリア南部のアルタイ地方､そして石油
が豊富なウラル連邦管区のハンティ･マンシ自治管区であ
る｡5%以下の人口増加率を示しているのは､トムスク州
と､石油と天然ガスが豊富なヤマロ･ネネッ自治管区であ
る｡
このように､シベリア域内では､天然資派のない北部(タ
イムイル自治管区､エヴェンキ自治管区)や衷部(チタ州､
ブリサーチア共和国)から人口が流出し､天然資源が豊富
な北部(ハンティ･マンシ自治管区､ヤマロ･ネネッ自治
管区､トムスク州や南部(アルタイ地方)-と人口が流入
しているO
シベリアにある都市のなかで､100万都市はノヴオシビ
ルスク市とオムスク市である｡ノヴオシビルスク市は､ 1
位モスクワ市(約1,010万人)､2位サンクト･ペテルブル
グ市(約467万人)に次いでロシアで3番目(約143万人)
の大都市である(表 1)｡ロシアには50万人以上人口を擁､
する都市は33ある｡このうちシベリアにあるのは､クラス
ノヤルスク､パルナウル､イルクーツク､ノヴオクズネッ
ク､チュメニであるO
3.シベリアの地域総生産
シベリアの域内総生産(GRP)はどれくらいなのであ
ろうか｡
域内総生産(GrossRegionalProduct)は､各地域にお
ける商品･サービスの総産出額から中間投入物の価値額を
控除したもので､各地域で生産された商品･サービスの新
7 ceJmBePCTOB,B.E.(2004),9EoⅡoMⅢはCⅡ6EpEⅡna皿EerOBocTOICa-HETerT)aqⅡEMexperEoEa皿Ea5IEJⅢTpaECEaZIEOEa皿Ⅱa兄?,Which
waspresentedatsummersymposium20040fSlavicResearchCenter,HokkaidoUniversityonJuly15,2004atRenaissanceSapporoHotel,
Sapporo,Japan.
8 ロシア国家統計委員会HP.http://www.gks.ru/(2005.8.10アクセス)C
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たにつくられた価値を指す｡GRPには､国防や､国家行
政の付加価値額､金融･貿易の仲介機関によって生み出さ
れた付加価値額や､対外貿易で生み出された税金などが含
まれるが､GRPには含まれない｡GRPは､地域のGDP
表1.ロシアの50万都市
2003.1.1現在
順位 都市 人口.(人) _連邦構成体 ;
1 モスクワ 10.101,500 モスクワ特別市
2 サンクト ､ペテルプルグ 4,669,400 サンクト.ペテルブルグ特別市
3 ノヴオシビルスク 1,425,600 ノヴオシビ!L,スク州
4 ニージエヌィ.ノヴゴロド 1.311,200 ニジエゴロド州
5 エカテリンプルグ 1,293.000 スベルドロフスク州
_6 サマーラ 1,158,100 サマーラ州
7 オムスク 1.133.900 オムスク州
8 カザニ 1,105,300 タタルスタン共和国
9 チエリヤービンスク I.078,300 チエリヤビンスク州
10 ロスト7.ナ.ドヌー 1.070,200 ロストフ州
ll ウ77⊥ 1,042,400 バシコルトスタン共和国
12 ヴオルゴグラード 1,01乙800_ヴオルゴグラード州
13 ベルミ 1,000.100.ベルミ州
14 クラスノヤルスク 911.700 クラスノヤルスク地方
15 サラトフ 873,500 サラトフ州
16 ヴオロネジ 848.700 ヴオロネジ州
17 トリ_ヤツチ -r 701.900 サマーラ州.
18 クラスノダル 644,800 クラスノダこル地方
19 クリヤノフスク 635.600 クリヤノフスク州
20 イジェフスク 632,100 ウドムルト共和国
21 ヤロスラープリ 613,200 ヤロスラブリ州
22 パルナウル 603.500 アルタイ地方
23 イルクーツク 二 593.400 イルクーツク州
24 ゲラジグオストク. 591.800 沿海地方
25 ハバロフスク 582.700 ハバロフスク地方 /
26 ノヴオクズネック 550.100 ケメロヴオ州
27 オレンプルグ 548,800 オレンプルグ州
28 リヤザニ 521.700 リヤザン州
･29 ベンザ 518,200 ベンザ州
30 チュメニ , 510.700 チュメニ州
31 ナべレジエヌイ:チエルヌイ 510.000 タタルスタン共和国
32 アストラハン 506.400 アストラハン州
出所:ロシア国家統計委員会HP.htp://- .gks.ru(2005.3.14アクセス)よ
り作成｡
に相当するが､各地域ごとのGRPの総計がロシアのGDP
に一致するわけではない｡GRPは､GDPのおよそ80%
から85%の割合である｡
シベリア連邦管区の域内総生産は､2001年の生産額でみ
ると､8,834億ルーブル(ロシア全体の11.3%)､一人あた
りの域内総生産は､42,846ルーブル(ロシア全体の平均が
54,325.8ルーブルである｡これは､7連邦管区のなかで6
番目である｡
ロシア連邦に占めるシベリア連邦管区の域内総生産中割
合も減少しているQ1995年には15%であったが､その後､
減りつづけ2001年には11.3%にまで下落しだ 表2)0-方､
石油･天然ガスが豊富なチュメニ州(ハンティ･マンシ自
治管区､ヤマロ･ネネッ自治管区を含む)は1995年には7.7%
であったが､その後増加の一途をたどり､2001年には
10.4%を占めるまでになっている｡両者を併せたシベリア
地域でみると､1995年には22.7%であったのが2001年には
21.7%とわずかな減少にとどまる｡すなわち､石油･天然
ガスが豊富なチュメニ州の域内総生産の全ロシアに占める
割合は増加している｡しかし､シベリア連邦管区の域内総
生産の占める割合は低下しており､両者が相殺されている｡
一人当たりの地域総生産はどれくらいなのであろうか0
2001年の一人あたり域内総生産では､シベリア連邦管区
のなかでは､鉱工業生産の比重が高いクラスノヤルスク地
方とトムスク州だけがロシアの平均を上回っているC他の
連邦主体はいずれもロシア平均を下回っている(表3)O
チュメニ州(ハンティ･マンシ自治管区とヰマロ･ネネッ
自治管区を含む)のそれは252,069.9ルTブルにもなり､ロ
シア平均の4.6倍の一人あたり域内総生産 GRP)である｡
これは､シベリアで最低のトウヴァ共和国のおよそ15.6倍
に相当する｡1995年のチュメニ州とトウヴァ共和国の-人
当たり住民の域内総生産は9.8倍の差異であったことから､
表2.連邦管区別域内総生産
1995年 2000年 2001年
域内総生産 割合 域内総生産 割合 域内総生産 割合
(10億ルーブル) (%) (10億ルーブル) (%) (10億ルーブル) (%)
ロシア 1,408,099.0 100.0 6.219,254.0 100.0 7,830,342.0 100.0
中央連邦管区 353,144.0 25.1 乙052,050.0 33.0 2,576718.0 32.9
北西連邦管区 ′149,211.0 10.6 ･610,SOB.8 9.8~ 755,122.1 9.6
南連邦管区 114,930.0 8.2 473,327.5 7.6 607.940.5 7.8
沿ボルガ連邦管区 291,947.0 20.7 1,124,573.0 18.1 1,403,766.0 17.9
ウラル連知管区 206,452.0 14.7 936.602.9 ∴15.1 1.209,704.0 15.4-
チュメニ州(ハンティ.マンシ自治管区､ヤマロ.ネネッ自治管区を含む) ■108,885.0 7.7 615,841.4 9.9 白18,181.2 10.4
シベリア連邦管区 211.138.0 15.0 709,210. ll.4 883,378.1 ll.3
チタ州 81,276.8.0 5.8 _312.981.4 5.0 393,712.5 5.0
(アガ.プリヤート自治管区を含む)
出所:PoccⅡ五cEE五CTaTECm eCIは五ExeroFPEE2003.CTP.294･5か ら作成｡
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表3.-人当たり地域総生産2001
1995年 2000年 2001年
-人当たり域内総生産 千ルーブル) Ⅰndex -人当たり域内総生産 千ルーブル) hdex -人当たり域内総生産 千ルーブル) ⅠndeX
ロシア平均 9.566.3 100.0 42,902.1 100.0 54,325.8 100.0
シベリア連邦管区~ 9,994.8 104.5. 34,198,2 79.7 42,846.0 78,9
アルタイ共和国 4.512.5 47.2 18.192.1 42.4 27,493.3 50.6
プリヤーチア共和国 7.350.0 ､76.8 21.018.2 49.0 29.978.5 55.2
トウヴア共和国 3.523.0 36.8 ll.688.6 27.2 16.194.3 29.8
ハカシア共和国 8.704.7 91.0 30.014.9 70.0 34,342.4 63.2
アルタイ地方 5,526.8 57.8 18.4162 42.9 24,303.5 44.7
タラルノヤルスク地方(タイムイル自治管区､エヴエンキ自治管区を含む) 14,173.8 148.2 71.109.2 165.7 79.030.7 145.5-
イルクーツク州(ウスチ.オルダ.ブリヤート自治管区を含む) 1乙251.3 128.1 38,764一5 90.4 46.665.4 85.9
ケメロヴオ州 ll,844.8 123.8 31.494.2 73.4 39,307.9 72.4
ノヴオシビルスク州 8,377.4 87.6 27,933.4 65.1 39,095.7 72.0
オムスク州 9,532.8 99.6 22.503.0､ 52.5 32,550.7 59.9
トムスク州 ll.896.0 124.4 40.666.2 94.8 60.247.4 110.9
チタ州(アガ.プリヤート自治管区を含む) 7,738.7 80.9 24,058.0 56.1 29,322.2 54.0
出所:PoccZE丘cEⅡ五CTaTElCTEteCICE丘ExerOJPER2003.CTP.294-5.から作成｡
シベリア域内での格差が拡大していることが看取される｡
シベリアの基軸であるイルクーツク州､ケメ占ヴオ州の
一人当たり域内総生産は1995年ではロシア平均を上回って
いた｡だが､2001年には平均を下回るほど低下している｡
南の開発拠点であらたケメロヴオ州や､束シベリアの拠点
であるイルクーツク州が衰退している｡
一方､科学アカデミー･シベリア支部経済産業生産組織
研究所副所長セルベルストフ氏によると､2001-2003年に､
全ロシアよりも高い工業生産､農業生産､流通､輸送で高
い成長をしめしたのは､ノヴオシビルスク州､オムスク州､
トムスク州である｡この成長の主重な構成要素は機械製造､
食品､建設､電気通信産業である｡新しい技術基盤で加工
複合体の復興をめざす新しいタイプの経済の挺子が生まれ
ているという9｡
われわれが2004年8月末に調査を行ったノヴオシビルス
クでは新しい高級マンションがいたるところで建設されて
いた｡｢シベリア見本市｣のヤク-シン社長は､ノヴォシ
ビルスクは建設ブームであること､シベリア見本市のなか
で建築見本市が一番の人気であること､窓､壁､･建材､床
材､内装品､お風呂､お手洗いの設備､木材の展示会､建
設設備､機械､道路建設の機械､ワックスなどが好評であ
ること､日本企業からの出店は非常に少ないことを指摘し
ていたlD｡ロシア最大の交易市場となっている｢シベリア
/
見本市｣はその盛況はロシア国内のみならず世界的な知名
度を誇っている｡ 1年に100の展示会を開催し､これまで
16年間見本市を開催してきた｡この見本市-のロシアの主
要企業の出展はもちろん､CIS諸国､海外企業の出展も-
目立って増えている｡この見本市は､話題性､クオリティ.-
の高さ､専門性などにおいて評価が高く､展示品数と展示
面積ではロシア第3位､来場者数においてはロシア第4位
である｡旺盛な建設需要に伴い､ブ/レド-ザ-や掘削機の
需要があるが､日本企業からは何のオファーもないとシベ
リア管区自治体連合｢シベリア合意｣執行委員会ザツェ-
ピン･アナトリー第-副議長は述べていた｡
4.シベリアの産業
現在､シベリアではどのような産業が盛んなのだろうか｡
シベリアにおける主たる産業は､これまでの歴史と同様､
石油､天然ガス､石炭､電力などのエネルギー産業､アル
ミニウムなどの非鉄金属産業である｡シベリア連邦管区の
地域別工業生産高の部門構造(2002年)は､2003年のロシ
ア統計年鑑によると､ブリヤーチア共和国は電力が
30.3%､トウヴァ共和国は電力38.2%､ハカシア共和国は
非鉄金属45.7%､クラスノヤルスク地方は非鉄金属が
68.4%､エヴェンキ自治管区は電力が66.1%､ケメロヴオ
州は燃料が31.1%､トムスク州は石油採掘を主とした燃料
9 ceJIEBePCTOB(2004)3EoEOMⅡRaCⅡ6ⅡpzlE naJILEerOBocTOIは:HeTeITIaqEEMe3EperEOEa皿 EaSIm ETPaECEaqEOEaJILEa5I?,Whichwas
presentedatSummerSymposium 20040fSlavicResear(血 Center,HokkaidoUniversityonJuly15,2004atRenaissanceSapporoHotel,
Sapporo,Japan.
10｢シベリア見本市｣ヤク-シン社長､ポグラロワ国際部部長ヒアリング(2005年8月30日)､シベリア見本市ホームページ(www,sibfair.ru)｡
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が34.4%､チタ州は電力が33.9%､非鉄金属が39.8%とい
ずれも一次資源依存型の産業構造になっている(表4)DI
アルタイ共和国､アルタイ地方､イルクーツク州､ノヴォ
シビルスク州､トムスク州は､電力､燃料､非鉄金属のみ
ならず､機械･金属加工､化学･石油化学､木材･木材加
工･紙パルプ､建築資材､食品など様々な工業が発展して
おり､産業構造が多様化している｡イルクーツク州ではイ
ンドなどのアジア太平洋地域-輸出していすイルクート｣
社の航空機(軍需､民需)が競争力を有する1｡ロシア極
東ではハバロフスク地方以外は､州別に一つの部門に特化
した経済構造になっている12｡ 極東に比べると､シベリア
地域の方が多種多様な工業が発展している｡
シベリアの主要な軍需企業立地都市は､オムスク､ノヴオ
シビ/トスク､クラスノヤルスク､チタである｡シベリアの
経済にとって軍需企業は重要な構成要素であり､軍需企業
やその軍民転換の動向は地域経済を大きく左右する13｡ 最
近の軍民転換として､東シベリアのクラスノヤスク東郊に
あるゼルノゴルスク(旧称:クラスノヤルスク45)の軍需
工場｢電気化学工場｣(ElectroChemicalPlant)がある｡
この軍需工場はドイツの｢BASFmagnetics｣社のライセ
ンスでオーディオ､ビデオカセットテープ､磁気テープな
どの工場を建設し生産しているo電気メーターやテレビ､
日用･実験用皿､木材乾燥機なども生産している｡だが､
それらは収益の3-4%を占めるにすぎず､磁気テープの
生産の利益が30%を占めるOこの工場群の操業は生産量を
増加させている14Oクラスノヤルスクは､市内就業者の約
60%が軍需企業に就業している｡このため､軍需企業や軍
民転換の状況が失業や都市経済の動向を直接規定してい
る｡軍需工場｢電気化学工場｣の軍民転換の成功は例外的
であり､軍産複合体における軍民転換はあまり進展してい
ない｡
シベリアの産業構造の問題は､第一次産品を中心とした
表4.ロシア･シベリア連邦管区の連邦構成体別工業生産高の部門構造(2002年､単位%)
-電力 石 石 燃炭 泊 料 秩甲 非 化学 機秩 紙 木材 逮 ガ 軽 食P口 製粉
ー 実 意ガ 採 秩金 石油 ′金属 パ 束ル 荒 読･資 7-.ス陶 工 醍A口
そ 喝 属 加工 プ 羊 材 器 莱 鍋}料
ロシア連邦 _ll.9 19.9 p8.1 7.7 6.3 20.I 4.4 3.1 0.5 1.5 13.9 1.2
中央 12.8 4.5 8.2 1.6 6.9 26.7 3.5 4.9 0.9 3.5 21.6 1.4
北西 12.3 9.6 ll.7 3.8 4.8 16.7 13.5 2.6 0.3 1.2 21.1 1.0
南 16.8 12.5 4.8 乙9 7.7 15.0 2.1 5.0 0.9 2.1 26.9 2.4
沿ボルガ 10.2 22.1 3.2 .2.6~ 12.0 30.7 3.1 2.6 0.6 1.3 9.7 1.2
ヴラ′レ 8.5 51.5 14.2 6.9 1.2 10.4 0.9 1.9 0.1 - 0.3 3.1 0.6
チュメニJ.H(ハンティ.マンシ自治管区､ヤマロ.ネネッ自治管区を含む) 7.0 86.7 0.0 0.0 0.5 3.4 0.6 0.6 d.o 0.1 0.9 0.1
シづリア 14.0 ~12.1 8.4 27.5 6.1 ll.3 5.7 2.5 0.0 0.8 -9.3 1.5
アルタイ共和国 0.1 n.a. ∩.a. 26 0.5 ~4.2 7.4 24.8 n.a. 4.0 28.5 1.1
プリヤーチア共和国 . 30.3 3.7 0.5 12.6 0.1ー 31.6 ･6.8 2.3 0.0 2.2 8.6 0.7
トタグア共和国 38.2 14.3 0.0 26.8 0.0 1.0 2.0 .4.1 0.0 2.4 7.6 1.2
ハカシア共和国 20.9 9.8 3.7 45.7 0.2 3.0 1.2 1.6 0.0 2.7~ ､ 9.2 0.6
アルタイ地方 18.5 0.0 10 0.3 9.9 20.6 1.6 3.3 . 0.1 1.1 22.6 ll.1
タラ′レノヤルスク地方 9.6 3.4 0.4 ･68.4 1.6 5.8 4.0 1.3 0.0 0.2 4.3 0.4
(タイムイル自治管区を含む) 23.6 29.4 n.a. n.a. n.a. ll.8 ∩.a. 10.4 n.a. 0.1 31.5 n.a.
エヴエンキ自治管区 66.1 21.9 n.a, n.a. ∩.a. 8.2 0.6 n.a. n.a. n.a. 3.2 n.a.
イルクーツク州 ll.6 6.8 1.4 23.2 8.4 15.2 21.8 1.9 0.1 0.3 8_.0 0.5
(ウメチ.オルグ.ブリヤート自治管区を含む) ll.9 14.7 ∩.a. ∩.a. ∩,a. 6.5 21.7 -3.7 ∩.a. 2.7 22.2 15.6
ケメロヴオ州 14.1 31.1 34 ･3.2 5.5 4.8 0.4 1.8 0.0 0.5 4.0 0.5
ノヴオシビルスク州 17.4 1.5 2.5 10.7 4.1 23.3 2.8 p7.3 ~0.0 3.4 22.3 ･2.2
オムスク州 17,4 12.6 0.1 0.0 21.0 14.8 1.0 3.8 0.0 0.6 25.4 2.8
トムスク州 9.5 34.4 0.2 15.9 ､13.0 14.3 ･2.2 2.8 0.0 0.2 5.3 0.9
チタ州 33.9 7ゝ2 0.2 39.8 0.3 3.6 2.6 1-.6 0.0 0.5 8.3 1.4
(アガ.プリヤート自治管区を含む) 80.8 3.5 ∩.a. 2.7 ∩.a. 2.8 0.5 1.8 ∩,a. 0.1 4.5 2.5
出所:Pocczl丘cEE丘CTaTEZCm eCEE丘ExeroJPⅡx2003,CTP.344･345.
1ィルターツク工科大学､Gdovnykh.Ⅰ.学長､Trishechkin.A副学長､Repetskiy,0.副学長ヒアリング(2004年 8月27日､イルクーツク工科大学にて)｡
12富山栄子(2003)｢ロシア極東の経済と 目口経済関係の現状と展望｣『環 日本海研究年報第10号』40-63頁､新潟大学大学院現代社会文化研究科
環 日本海研究室｡
13 ユーラシア研究所 (1998)『現代のロシア』大空社｡
14E3EeEene皿 Eu丑3EyPEanNo150(2005.01.13)http:/supernew.ej.ru/012Aife/05krasnoyar/(2005.3.15アクセス)D
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採取産業が比重を高め､機械･設備産業などの高度技術産
業部門の比重がますます低下している点である｡1995年の
シベリア連邦管区の工業生産高は全ロシアの14.1%であっ
たのに対し､2002年には10.2%まで低下している｡チュメ
ニ州(ハンティ･マンシ自治管区､ヤマロ･ネネッ自治管
区)を入れたシベリア地域の工業生産高は1995年が20.6%
であったのに対し､2002年は20.1%と微増である｡これは
チュメニ州での石油･天然ガス採掘が増加しているにすぎ
ない,
では､第一次産品を中心とした採取産業に依存した産業
構造が､なぜ､問題なのであろうか｡
第-にオランダ病にかかる可能性がある-o高い世界の原
油価格や資源価格は､輸出収入を増加させ､外貨を流入さ
せる｡競争力のある採取産業の産品の輸出が大きな比重を
占め続ければ､外貨準備高を増大させ､ルーブルの実質レー
ト引き上げを促す｡だが､実質レートの引き上げは輸入品
の実質価格が低落し､国内産業の競争力が劣勢になる｡
第二に､天然資源を中心とした採取産業に蓄積された資
金が投資に振り向けられずに､産業構造の転換が生じなけ
ればどうなるだろうか｡ロシアは不安定な第一次産品に依
存したままであるだけでなく､国際分業に入り込むことが
できない｡
第三に､国内生産波及効果が小さい石油･ガス部門が国
内生産の基幹産業であるということは､石油･ガス部門の
生産増加が､他部門の生産増加､投資増加という連関は生
じないことを意味している｡資源-の傾斜は新たな雇用機
会を創出しない｡
われわれが調査を行ったイルクーツク州も､一次産品に
依存した産業構造による問題を抱えていた｡イルクーツク
州はソ.連時代に形成された生産施設が集積している｡だが､
大規模な生産基地は､ソ連時代は中間需要家や最終需要家
から遠く離れていることを考慮せず､安い電力価格を利用
した急速な工業を基盤としていた｡市場経済-の移行によ
り-､資源の一次加工品甲輸出が､経済的に合理的な選択に
なってしまった｡これによって付加価値の増加は抑制され､
世界の経済市況に依存するようになってしまった｡今日で
は輸送費が製品価額の30-50%も占める15｡さらに､イル
-クーツク州では20以上の大規模企業が､金融産業グループ
に属する｢ユーコス｣｢ルサル｣｢メチェル｣｢MDM｣グルー
プ､｢TNK(チュメニ石油)｣､｢エグラスホールディング｣
｢イリム パル｣など10の垂直統合企業の所有下に入った｡
これは1999-2004年の､M&Aの結果である｡この20社が､
イルクーツク州の工業製品の66%も生産しているが､そこ
からの税収は2003年で33.5%を占めるにすぎない(2003年)
という問題も抱えている16｡
5.シベリアの所得と失業率と消費
貨幣所得
ひとりあたりの貨幣所得は､シベリア連邦管区の各連邦
構成主体において､ロシア平均を下回る(表5)｡クラス
ノヤルスク地方とチュメニ州だけが2002年の貨幣所得にお
いてロシア平均よりも高い01995年時点においてはイル
クーツク州やケメロヴオ州はロシアの-人当たり平均貨幣
所得よりも高かった｡だが､両州とも2000年から平均貨幣
所得を下回るようになった｡イルクーツク州､ケメロヴオ
州というシベリアの拠点が衰退している′｡
失業率
失業率も､シベリアはロシア平均と比べると高い 表6)O
シベリア連邦管区の2002年の失業率は10.1%であり､これ
は全ロシア平均8%に比べると2.1%高い｡このことは､
雇用が少ないことを表しているOクラスノヤ′_i,スク地方だ
けが､シベリア連邦管区で全ロシア平均よりも失業率が低
い｡チュメニ州はヤマロ･ネネッ自治管区の失業率だけが
6.9%と低く､ハンティ･マンシ自治管区を含めチュメニ
州の失業率は全ロシア平均よりも高い｡時系列的に見ると
1995年ではクラスノヤルスク地方､イルクーツク州､ケメ
ロヴォ州､オムスク州､トムスク州､チタ州､チュメニ州
などシベリアの主要な州において失業率は全ロシア平均よ
りも低かった｡だが､1997年に全ロシア平均を上回り､今
日までずっと高い失業率を示している｡シベリア地域の雇
用が悪化していることを示している｡
開発経済学で議論される南北問題は､北の先進工業諸国
と南の一次産品供給基地である途上国との関係である｡シ
ベリアの構図は､豊かな一次産品供給基地としての北部地
域と製造加工業の南部地域との格差の拡大である｡換言す
ると､資源を持つ地域と持たざる地域との格差である｡シ
ベリア内での格差の拡大は､ロシア連邦レベルと同様に､
資源産出地域と製造加工業地域との格差である｡シベリア
北部(ハンティ･マンシ自治管区､ヤマロ･ネネッ自治管
区､トムスク州)の一次産品供給基地が富裕化し､南部(ケ
メロボ州､ノヴオシビルスク州､オムスク州､アルタイ地 ′
方)の製造加工業が衰退しているところに問題がある17｡
15ィルクーツク州政府ヒアリング(2004年8月25日)､イルクーツク州政府提供未公刊資料｡
16 同上
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表5.シベリア地域の一人当たり貨幣所得
1995年 2000年 2002年
-人当たり貨幣所得(千ル∵ブル) Ⅰndex -人当たり貨幣所得(ルーブル) hdex -人当たり貨幣所得(ルーブル) hdex
ロシア平均 515.5 100.0 2288 100.0 3950 loo.0
シベリア連邦管区 488.9 94.8 1890 8乙6 3233 81.8
アルタイ共和国 316.2 61.3 1168 _51.0 2405 60.9
ブリヤーチア共和国 372.3 72.2 1590 69.5 2985 75.6
トクヴア共和国 314.3 61.0 1147 50.1 2336 59.1
ハカシア共和国 465 90.2 1823 79.7 2967 75.1
アルタイ地方 348.5 67.6 1224 53.5 2179 55.2
クラルノヤルスク地方(タイムイル自治管区､エヴエンキ自治管区を含む). 593.6 115.2 2757 120.5 4349 110.1
イルクーツク州(クスチ.オルダ.プリヤート自治管区を含む) 579.8 112.5 2281 99.7 3393 85.9
ケメロヴオ州 1._700.8 135.9 ′.2257 98.6 3922 99.3
ノヴオシビルスク州 339.6 65.9 1597 69.8 2633 66.7
オムスク州 429.1 83.2 1562 68.3 3209 81.2
トムスク州 493.2 95.7 2051 89.6 3812 96.5
チタ州(アガ.プリヤート自給管区を含む) 421.2 81.7 1139 49.8 2316 58.6
チュメニ州(ハンティ.マンシ自治管区､ヤマロ._ネネッ自治管区を含む) 1085.3 210.5 4931 215.5 8405 212.8
出所:Pocczl丘cEE丘CTaTECTEleCEE五ExeronEでⅩ2003･cTP･171から作鼠
表6.シベリアの失業率(%)
1995 1997 2000 2002
全ロシア連邦平均 - 9.5 ll.8 10.5 8
ア′レタイ共和国 - 9.9 18.4 17.5 :ll.5
プリヤーチア共和国 15.1 21.3 19.1 15.4
トウグア共和国 21.4 22 22.9 20.5
ハカシア共和国 8.7 13 12.3 8
アルタイ地方 ll.1 _13.9 ll.5 ､8_3
クラ′レノヤ′レスク地方 9 ~13.3 ll.9 7.7
(タイムイル自治管区を含む) ∩.a. 7 5.7 7.7
ユダエンキ自治管区 n.a-. 3.4 3.2 乙5
イルクーツク州 8.9 14.4 ll.4 ll
(クスチ.オルダ.プリヤート自治管区 n.a. 二7.7 8.9 12.2を含む)
ケメロヴオ州 6.6 ll.2 10.4 9.3
ノヴオシビルスク州 10.1 10.7 13.4 ll.4
オムスク州 ー 5.4 13.4 13.9 9.5
トムスク州 ■ ~7.9 12.8 12.2 ll.1
チタ州 9.2 18.5 13.9 ll.1
(アガ.プリヤート自治管区を含む) n.a. 28.1 25.6 25.3
チュメニ州 6.9 12.9 10.3 8.7
出所:PoccⅡ丘cEⅡ丘CTaTElCm eCICE丘ExeropEEE2003,CTP.130･6.
だが､-人当たりの自動車所有率ではロシア平均が10万
人あたり153.2台であるのに対し､ハンティ･マンシ自治
管区226.7台､チュメニ州193,5台､ヤマロ･ネネッ自治管
区174.2台､ハカシア共和国176,8台､ノヴォシビルスク州
163,5台といずれも平均よりも高い比率を示している18｡
トヨタの取り組み
2004年5月24日から28日にかけてfシベリア見本市｣で､
自動車の展示会､｢AUTOSIBZOO4｣国際展が開催された｡
この国際展-の出展者のうち28%が初参加で､50%はシペ
ソ■ァ企業､全体の80%以上が製造業であった｡なかでも特
に注目を集めたのは､オビ河沿いの交通の要所に拠点を持
つ｢トヨタ･センター･オビ｣であった｡今回初めてトヨ
タのオフィシャルディーラーとして､ランド･クルーザー
120などのロ㌢ア向け新車数台を展示したこアニシモフ社/
長は､97年からBMWと日本の中古車の販売を手がけてき
た｡現在はトヨタ自動車のオフィシャルディーラーとして
活躍しているoアニシモフ社長によると月平均20-/40台の
新車が売れているというO主な購入者は富裕層だが､最近
はクレジットも利用できるので､一般の人でも購入する人
が増えてきたという｡ただ､新車購入者の割合は､全体の
まだ5%程度である｡中古車と新車の価格差が大きく､な
かなか手が申ないのが実情だ｡それにもかかわらず､トヨ
タの新車に注目が集まっている19｡
日本を代表するトヨタは､グローバル･マーケテイング
にも長けている｡シベリアの販売拠点として､ノヴオシビ
ルスクのほか､クラスノヤルズク､イルクーツクにオフィ
シャルディーラーを設置し､富裕層をターゲットに高い顧
客満足を獲得しようとしているOそして､シベリアでy ト
17堀江典生(2001)｢西シベリアの開発拠点と地域主義｣山田勝芳編『東北アジアにおける交易拠点の比較研究』(東北アジア研究センター叢書
第 1号)､東北大学東北アジア研究センター｡
18 ロシア国家統計委員会ホームページhttp://W .gks.ru/(2005年 3月18日アクセス)i
19『ユーラシアビュー』CURRENTISSUEVol.40Marchイスクラ産業株式会社｡
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ヨタ｣の熱烈なフアンを増やす戦略を採っているZD｡ホン
ダもシベリアではクラスノヤルスクにオフィシャルディー
ラー｢テクノセンター ASTM｣を設置し､シベリアの
販売拠点を構えている｡こうして､グローバ/レマーケテイ
ングの経験･ノウハウが豊富なトヨタやホンダはシベリア
にも販売拠点を設け､日本的なかゆいところまで手が届く
サービスを展開している｡
小売販売高
2004年のロシア統計年鑑によると､-人当たりの小売販
売高ではZOO3'年の実質価格で 1位モスクワ市(113,480ルー
ブル)､2位ハンティ･マンシ自治管区(5乙328ルーブル)､
3位ヤマロ･ネネッ自治管区(52,797ルーブル)と､石油
関連企業に代表される輸出指向型企業を多く抱えるチュメ
ニ地域の購買力の高さが目立つZl｡チュメニ地域では､モ
スクワの消費ブームが飛び火するような形で､消費者の購
買意欲が高まっている｡チュメニ州に代表される産油地域
では､所得は上昇するが､それを消費する場所が地元には
存在しないため､金余り現象が顕著になっている22｡
携帯電話とインターネット
また､10万人あたりの携帯電話の加入者数(2003年)で
は､第 1位モスクワ市(873.6人)､第2位サンクト･ペテ
ルプルグ市(672.7人)ではあるが､8位トムスク州290.5人､
9位ノヴオ㌢ビルスク州280･9人と10位以内にシベリアの
連邦構成体が2つ入る｡両州の加入者数はロシア平均､
253.6人よりも高い23｡さらに､10万人あたりのインターネッ
ト利用者数(2003年)では1位モスクワ市128.6人､2位
サンクト･ペテルブルグ市に次ぎ､3位にはタイムイル自
治管区101.1人､4位トムスク州101.1人､6位エヴェンキ
自治管区57.0人､7位ノヴォシビルスク州56.0人､8位ヤ
マロ･ネネッ自治管区53.5人､10位チュメニ州45.8人とシ
ベリア地域から6つの連邦構成主体が入っていろ｡イン
ターネットの普及率では､シベリア地域は高いo
貨幣所得の統計だけで判断すると､大きな需要はないと
考えるだろう｡だが､自動車所有者数､携帯電話加入者数､
インターネットの普及率からわかるように､シベリアにも
顕在需要は存在する｡
6.シベリア-の投資と投資環境
シベリア-投資は行われているのだろうかO
全ロシアにおける投資は2002年には2.6%の成長を示し
た｡これに対し､シベリアでは6.7%の減少を示した｡シ
ベリアでのひとりあたりの固定資本投資(2002年)はロシ
ア平均よりも1.5倍高かった｡これはチュメニ州やその自
治管区､トムスクなど石油採掘地域-大規模な資本投資が
なされた結果である｡チュメニを除いたシベリア連邦管区
では住民-人当たりの投資が平均の2分の 1にすぎない24｡
チュメニ州-の固定資本投資額(2002年)は､シベリア連
邦管区-の固定資本投資総額のほぼ2倍である｡チュメニ
州への固定資本投資総額の9割は石油･天然ガス採掘地域
であるハンティ･マンシ自治管区とヤマロ･ネネッ自治管
区-の投資である｡外国からの投資では､シベリア連邦管
区-の投資(2002年)は29億ドルで､このうち81%はオム
スク州-の投資である｡だが､直接投資は1.4%にすぎず､
他は証券投資他である25｡ロシア連邦-の外国投資総額
(2002年)は198億ドルであるが､このうち､チュメニ州も
含めたシベリアへの投資は16.8%にすぎない｡外国投資ゐ
ほぼ50%は中央連邦管区-集中している26｡
シベリア-の投資不足は､その投資リスクの高さにも原
因があるorエクスベルト｣紙の投資リスクは､投資環境
の良い方から順に､1A､lB､1C､2A､2B､ZC､3A､
3B､3Cl､3B2､3CZ､3DのlZランクに分類しているOこ
れは､投資リスクと投資潜在力という2つの指標から､ロ
シアの各地域をランク付けしたものである｡投資潜在力の
高い方から1､2､3､投資リスクの低い順にA､B､C
とランクされている｡評価が最高であったのは(2003-
2004年)､lBに入るモスクワ州､モスクワ市､サンクト･
ペテルブルグ市､スヴェルドロフスク州､ハンティ･マン
シ自治管区である｡シベリア地域では､石油が豊富なハン
チイ･マンシ自治管区が最も投資環境が良い｡次のレベル
ZBに入るのは､ヤマロ･ネネッ自治管区とクラスノヤル
スク地方である｡2Cがイルクーツク州､ノヴオシビルス
ク州､3Bがトムスク州､オムスク州､3Clがアルタイ地方､
チタ州､3C.2がエヴェンキ自治管区､ウスチ･オルディナ･
ブリヤート自治管区である｡
20http://www.toyota.ru/ru/dea一ers(2005年3月27日アクセス)｡
21 poccE丘cIくⅡ丘CTaTECTEtleCEⅡ丘E3KerOJIEEE2004,CTP.500･501,rocROMCTaTPoccEE2004.
2『ロシア･東欧貿易調査月報』2004年 2月号｡
23 3RCⅡePT,No45(445)oT29EO5Z6pJI2004､原出典iKS-Consulting.｡
24ceJHBepCTOB(2004)3ROEOMⅡRaCE6ヨpEⅡ n a皿EerOBocTOEa:HeTerPaqⅡ兄Me3EPerE0Ea皿Ⅱa兄m ETPaECZlaqⅡOEaJZLEaSI?,Whichwas
presentedatsummersymposium2004onJuly15,2004atRenaissanceSapporoHotel,Sapporo,Japan.
25poccE五cIくⅡ丘CTaTⅡCTEqeCXE丘Exerop R2003,CTP.598,rocxoMCTaTPoccHⅠ2003.
26 poccEiicRⅡiCTaTⅡCTEqeCEⅡ丘E3EerOEEEE2003,CTP.60516,rocIくOMCTaTPoccEE2003.
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シベリアで1B､ZBの範境にあるのはいずれも天然資源
が豊富なところであるDだが′､ハンティ･マンシ自治管区
は投資潜在力は89地域中5位と上位を占めるが､投資リス
クは40位である｡同自治管区は､天然資源の存在や生産性
の高さなどに示される投資潜在力の高ランクに比べると､
犯罪率79位､環境87位､法律61位などに示される投資リス
クの低ランクが顕著である｡投資潜在力のなかでもインフ
ラの状況は81位と一低位である｡
クラスノヤルスク地方の投資環境はZBであり､投資潜在
力は7位と高ランクである｡だが､投資リスクは57位であ
り､政治的安定77位､犯罪率58位､環境81位と投資リスク
における低ランクが顕著である｡クラスノヤルスク地方の
投資潜在力では消費13位､生産11位､金融 7位､制度14位
と高ランクではあるが､インフラの状況は75位と低ランク
∫
である占この傾向はシベリアの他の地域にも当てはまる27.
投資潜在力で消費に注目するとハンティ･マンシ自治管
区15位､イルクーツク州18位､ノヴオシビルスク州17位､
オムスク州20位といずれも高ランクである｡ノヴオシビル
スク州では貨幣支出が貨幣所得を上回る状況が1995年以降
現在にいたるまで続いている28｡これは､同州の住民の一
部に膨大な闇所得があることを示している｡このような傾
向は経済産業生産組織研究所副所長シルベルストフ氏によ
ると､大規模な商業仲介業務や､国境貿易を専門に行って
いる地域で観測されるというOノヴオシビルスクは鉄道､
水路､自動車､空路などの交通･輸送の要であり､シベリ
アの拠点である｡交易の拠点であり､ここ-シベリアの各
都市から生産物が集められ､モスクワや海外-送られてい
る｡最近は中国､韓国､モンゴル､ウズベキスタン､カザ
フスタンなど国境を通じて海外との取引が増えている290
シベリアは消費､生産､金融､制度などの投資潜在力で
は高ランクであるが､インフラの状況が低ランクである｡
むすび
百万都市を13もつロシアは､欧州においては大規模な市
場であり､消費市場としての魅力は大きい｡これを狙った
ロシア市場参入は､すでに拡大しており今後も拡大するで
あろう｡13の百万都市のうち､シベリアにはZつある｡さ
らに､クラスノヤルスクも91万人の人口を擁する｡ロシア
がWTOに加盟すると､日本企業はシベリアも含め､ロシ
ア-市場-より積極的な参入方式でビジネスを行うように
なるであろう｡これまでのようなオフショア取引ではなく､
ロシア国内に販売子会社を設立し､自社の販売子会社がロ
シア-輸入し､ロシア国内の最終需要家-できるだけ接近
する流通戦略をやがて取るようになることが予想される｡
そして､日本企業の強みであるきめ細やかなサービスの展
開をし､顧客の需要に応えていく戦略を取るようになるだ
ろう｡そうなれば､シベリアの中心であるノヴオシビルス
クは鉄道､水路､自動車､空路などの交通･輸送の要であ
ることから､シベリア･中央アジア-の流通･ロジスティ
クスの拠点になるだろうO
シベリアは､消費､生産､金融､制度などの投資潜在力
では高ランクであり､建設や､石油-の設嘩投資などこれ
から一層の成長が期待される｢市場｣である｡インフラの
状況が低ランクであり､投資環境が悪い｡本格参入するに
はリスクが大きい｡しかし､参入しなければ市場機会を喪
失する可能性も否定できない.このような地域-の参入は
どのようにするのがよいのだろうか?
原則的には､メーカーは本格的に自社ブランドを輸出し
ようとするならば､販売店や代理店まかせではなく､海外
に自社の販売子会社を設けることが望ましい｡それは本社
の意向を現地に直接かつ迅速に反映させ､本格的なマス･
マーケテイングを展開することができるからである｡だが､
シベリアでは､そこまで顕在需要も潜在需要も多いとは言
えない｡I-のような場合､資源投入量もリスクも少ない､′
有能な現地の流通業者を活用する戦略が望ましい｡そうす
れば､市場機会を逃すこともなく､現地の卸売業者が主体
となり､できるだけ多くの小売業者を販売先として開拓･
確保し､それぞれと取引契約を締結し商品を供給してもら
える｡これは､メーカTにと-っては最もコストのかからな
い流通チャネルの組織化の方式である30｡
279ECZePZl,N945(445)oT29El03Z6p5I2004
28poccE丘cICⅡ丘CTaTECT許可eCEE丘E3芯er叩 EEE2003,CTP.190･1,rocROMCTaTPoccⅡⅡ2003.
29ceJIEBePCTOB,B.E.(2004),BROEOMERaCE6ⅡpEEnaJILEerOBocTOEa-HETerPa甲 5ZMexperⅡoEa皿EaEE皿 TpaEとEaIPOEa皿Ea兄?,Which
waspresentedatsummersymposium2004onJdy15,2004atRenaissanceSapporoHotel,Sapporo,Japan(mimeo).)｡
3ロ富山栄子(2005)『わかりすぎるグロー バル･マー ケテイング:ロシアとビジネス』創成社｡
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AnEvaluationoftheBusinessEnvI'rpnmentI'nS/'ben'aFrom
thePerspectiveofG/obalMarketing(Summary)
EikoTbmlyama,PhD.inEconomics
ⅥsitingLecmrer,NigataUniversity&KeiwaColege
Introductionl
SincethecolapseoftheSovietUnion,Japan'Sleading
multinationalcorporationshavebeenactivelyexportlng
goodstotheRussianmarket,butuntilnowtheyhave
seentheEuropeansideofRussla,WestOftheUrals,as
themainmarket.IsSiberiarealycompletelylackingln
atractivenessasa"market"?
Inglobalmarketing,ananalystsOftheenvironment
thatacompanylSplannlngtOenterisnecessary.Ira
decisionistakennottoenterthemarketorthedecisiont
toenterisdelayed,evenifthemarketinquestionhas
considerablepotential,thiswillconstituteamajorloss
ofopportunlty.Afterenteringtherelevantmarket,itis
necessarytoincreasethenumberofsaleso氏ces,duringthe
marketexpqnsionstage･Thequestionofwheretoestablish
salesofhcesisanimportantissueinacompany'smarketing
channelstrategy:IsSiberiarealy.asuitableplaceinwhich
toestablishsalesofices?Thispaperatemptstoconduct
abasicmacroeconomicanalystsinordertoassessthe
businessenvironmentinSiberiafromtheperspectiveofan
awarenessoftheaforementionedissues･
1.W血atisSiberia?′
Untiltheintroductio_nofthefederaldistrictsin
2000,Siberiawasdividedihtotwoareasfわrthepurposes
ofclassification:EasternSiberiaandWesternSiberia.
Withtheintroductionoffederaldistricts,TyumenOblast
(includingKhanty-MansiautondmousdistrictandYamalO -
Nenets(Yamalia)autonomousdistrict)wastransferred
totheUralsFederalDistrict.AccordingtoVyacheslav
Seliverstov,DeputyDirectorofthelnst血teofEconomics
andIndustrialEngineerlngattheNovosibirskAcademic
CenteroftheSiberianBranchoftheRussianAcademyof
Sciences,thename"Siberia"isgeneralyusedtorefTerto
WesternSiberia,includingTyumenOblast,theKhanty-
MansiautonomousdistrictandtheYamalo-Nenets
autonomousdistrict,andEastem Siberia,includingthe
BuⅣatRepublicandChitaOblast.Consequently,inthis
paper,WehaveincludedTyumenOblastinconsiderations
orSiberia.
2.ThePopulationofSiberia
ThepopulationoftheSiberianFederalDistrictpeaked
at21.234milionin1992,sincewhenithasshowna
decliningtrend;asoflstJanuary2005,thepopulationwas
19.794milion,adecreaseof6.8%onthe1992level.In
contrast,inTyumenOblast,whichhasabundantoiland
naturalgasresources,thepopulationhasrisenby5.4%
from3.137milionin1993to3.308milionin2005.Within
theSiberianreglOn,therehasbeenapopulationexodus
fromthenorthern(Taymyriaautonomousdistrictand
E,venkiaautonomousdistrict)andeastem(ChitaOblastand
theBuryatRepublic)areasthathavenonaturalresources,
intonorthem(Khanty-Mansiautonomousdistrict,Yamalo-
NenetsautonomousdistrictandTomskOblast)and
軍Outhem(AltaiKrai)areaswithabundantnaturaltesources･
OfthecitiesinSiberia,NovosibirskandOmskboth
havepopulationsofaroundamilion,whilethenextlargest
cltytisKrasnoyarsk,withapopulationor910,000･
3.TheGrossRegionalProductofSiberia
ThepercapitaG且p(GrossRegionalProduct)of
theSiberianFederalDistrictputsitinsixthplaceamong
Russia'ssevenfTederaldistricts.Moreover,theshareofthe
SiberianFederalDistrict'SGRPinRussiaasawholeis
faling.In2001,Outoftheentire-SiberianFederalDistrict,
onlytheG且porKrasnoyarskKraiandTomskOblast,
whereminingandmanufactunngproductionaccountfora
majorShareoftheeconomy,exceededtheRussianaverage;
altheotherfederalentitieswithinthedistricthadGRP
levelslowerthanthenationalaverage.TheG且porTyumen
Oblastis4.6timestheRussianaverageandabout15.6
timesthelevelof-theGRPintheTuvaRepublic,whichhas
thelowestlevelofGRPinSiberia.
PercapltainSiberia'skeyareas,namelylrkutsk
OblastandKemerovoOblast,washigherthantheRussian
averagein1995,butthereafteritdeclined,falingtobelow
thenationalaveragein2001.KemerovoOblast,whichwas
adevelopmenthubinthesou血,andI血 tskOblast,which
isthehuborEastemSiberia,areindecline.
Between2001and2003,NovosibirskOblast,Omsk
OblastandTomskOblastexperiencedhighergrowththan
theRussianaverageinthe丘eldsorindustrialproduction,
agrlCulturalproduction,distributionandtransport.The
keyconstituentelementsinthisgrowthweremachinery
manufacturing,foodstuffs,constructionandthe
telecommunicationsindust町.Theleverssupportlnganew
typeoreconomythataimsfわrtherenaissanceofprocesslng
IBetween17thAugustandlstSeptember2004,theauthorvisitedIrkutsk,Novosibirsk,HarbinandShenyangtoconduct
researchandgatherdataaspartoftheSasakawaPeaceFoundation'sprojectOnRussiaandAsia･InstitutionsvisitedinIrkutsk
includedtheadministrationoHrkutskOblast,thelrkutskScienceCenteroftheSiberianBranchortheRussianAcademy
orSciences,andlrkutskStateTechnicalUniverslty;inaddition,thefblowlngInstitutionsinNovosibirskwerevisited:
NovosibirskCityOfrlCe,theSiberianInteregionalAssociation"SiberianAccord",theSiberianFair,NovosibirskState
TechnicalUniverslty,andtheInstituteorEconomicsandIndustrialEngineenngattheNovosibirskAcademicCenterofthe
SiberianBranchoftheRussianAcademyofSciences.Thispaperfわrmspartoftheoutcomesof丘eldstudiesconducteddhring
thatvisit.
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ComplexesthroughanewtechnologlCalbaseisbeing
created.
4.TheIndustryorSiberia
AvarietyofindustriesaredeveloplngintheAltai
Republic,AltaiKrai,IrkutskOblast,NovosibirskOblast
andTomskOblast,includingnotonlytheelectricpower,
fuelsandnon-fTerousmetalsindustries,butalsomachinery
andmetalsprocesslng,Chemicalsandpetrochemicals,
timber,timberprocesslngandp叩erpulp,buildingmaterials
andfoodstuffs;accordingly,theindustrialstructureis
becomlnglnCreaSlnglydiverse.ComparedwithFarEastem
Russia,amorediverserangeofindustriesisdeveloplngln
Siberia.
However,themaJOrノindustriesinSiberiaarestil
theenergyindustry,includingoil,naturalgas,coaland
electriclty,andthenon-ferrousmetalsindustry,suchas
aluminum;lnOtherwords,itisanindustrialstructure
dependentonprlmaryreSOurCeS･TheproblemwithSiberia'
sindustrialstructureisthattheweighting､orindustries
centeredontheextractionofprimarygoodsisincreaslng,
whilethatorhigh-techindustrialsectors,suchasthe
machineryandequipmentindustry,isdiminishing.There
areanumberofreasonsfわrthis.Firstly,thereisthe
possibilitythatthereglOnhasbeenamictedby"Dutch
disease".Secondly,thereisthefactthatitwilnotbe
possiblefわrthereglOntOpartlClpateintheinternational
divisionoflaborwithoutatransfbmationintheindustrial
stmcture,unlessthemoneyaccumulatedintheextractive
industries,focusedprimarilyonnaturalresources,lS
divertedtoinvestment.Thefactthattheoilandgassector,
whichhasonlyasmalrippleefectondomesticproduction,
isthekeyindustrywithregardtodomesticproductionis
becauseproductionincreasesintheoilandgassectordo
n'Otgiverisetoincreasedproductionandinvestmentin
othersectors,sotheinclinationtowardsresourcesdoesnot
createnewemploym entopportunities.
5.T血eJncomeandUnemploymentRateofSiberia
lnalthefederalentitiesortheSiberianFederal
District,percapltamonetaryIncomeislowerthanthe
Russianaverage.OnlyinKrasnoyarskKraiandTyumen
OblastwasmonetarylnCOmehigherthantheRussian
averagein2002.TheprlmaryCOmmOditysupplybases
inNorthernSiberia(Khanty-Mansiautonomousdistrict,
YamaloINenetsautonomousdigtrictandTomskOblast)
arebecomlngmoreamuent,Whilemanufacturlngand
processingindustryinSouthemSiberia(KemerovoOblast,
NovosibirskOblast,OmskOblastandAltaiKrai)is
atrophying.
ThepercapltaCarOWnerShiprateinKhanty-
Mansiautonomousdistrict,TyumenOblast,Yamalo-
Nenetsautonomdusdistrict,theKhakassiaRepublic
andNovosibirskOblastishigherthantheaverage.Itis
worthofnotethatKhanty-Mansiautonomousdistrictand
YamaloINenetsautonomousdistrictarese,condandthird
respectivelytoMoscowintensorpercapltaretailsales･
Moreover,thestrengthofpurchasingpowerintheTymen
reglOn,Whichishometomanyoftheleadingexport-
orientedcompaniesintheoilsector,lSremarkable.Inoil-
producingareassuchasTyumenOblast,/lnCdmerises,but
therearenoconsumptioncenterslocaly,soapronounced
moneyglutphenomenoneLmerges･
Furthermore,withregardtothenumberormobile
phonesubscribersper10,000population,twofederal
entitiesinSiberiaappearinthetopten:TomskOblast
ineighthpositionandNovosibirskObla.statninth.
Withregardtothenumberorinternetusersper10,000
population,sixofSiberia'sfTederalentitiesappearinthetop
ten:TaymyrlaautOnOmOuSdistrictinthirdposition,Tomsk
Oblastinfわurth,Evenkia､autonomousdistrictinsixth,
NovosibirskOblastinseventh,Yamalo-Nenetsautonomous
districtineighthandTyumenOblastintenth.
JudgingsolelybythestatisticsfわrmonetaryIncome,
thereisnosignificantdemandinSiberia.However,if
webaseourassessmentonthenumberofcarowners,
thenumberormobilephonesubscribersandtheinternet
dimlSionrate,Wecanseethatactualdemanddoesinfact
existinSiberia.
6.InvestmentinSiberiaandtheInvestment
Environment
lnvestmentinRussiaasawholedemonstratedgrowth
of2.6%in2002,butinSiberiaitfelby6.7%.Thelack
orinvestmentinSiberiaisduetothehighriskinvolved
ininvestlngthere.AccordingtotheExpertmagazine,
Khanty-Mansiautonomousdistrictrankedashighasfif払
inasurveyoftheinvestmentpotentialof89reg10nS,but
itwasplaced40山inte-sofinvestmentrisk･Therewasa
starkcontrastbetweenthehighrankingofthisautonomous
districtintermsofinvestmentpotential,whichisjudgedoh
basisoftheexistenceornaturalresourcesandthedegree
ofproductivlty,andthelowrankingsitreceivedinthe
assessmentofitsinvestmentrisk:791hintensorthecrime
rate,87山intensoftheenvironmentand6lstintensof
laws.Intheinvestmentpotentialassessment,lt'alsoranked
closetothebotomintermsofin舟astructure,cominglnat
81st.
KrasnoyarskKraialsodidwel,rankingseventhin
termsofinvestmentpotential･However,itwas57thin
termsofoveralinvestmentriskandwasplaced77thin
termsofpoliticalstability,58thfbrcrimerateand81stfor
theenvironment.Withregardtoitsinvestmentpotential,
although KrasnoyarskKrairanked13thintermsof
consumption,11thforproduction,7thforfinanceand14thfor
systems,ltOnlycame75也intheassessmentorthestateor
itsinfrastructure.Thistrendalsoappliestootherreg10nSin
Siberia.
Intheassessmentorinvestmentpotential,irwefわcus
onconsumptlOn,WeCanSeethatanumberofSiberian
federalentitiesreceivedhighrankings,withKhanty-Mansi
autonomousdistrictcomlnglnat15dl,IrkutskOblastat18th,
NovosibirskOblastat17山andOmskOblastat20山.siberia
receivedhighrankingswithregardtosuchindicatorsof
investmentpotentialas'consumptlOn,Production,finance
andsystems,butalitsfederalentitieswereplacednear
thebotomorthetablewithregardtothestateofits
infrastructure.
Conclusion
Russla,Whichhas13Citieswithapopulationorat
leastamilion,isalarge-scalemarketinEuropeandhas
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greatattractionsasaconsumermarket.EntrylntOthe
Russianmarket,whichtakesthisasitstarget,isalready
increaslngandishkelytoexpandfurtherinthefuture.
Siberiahasreceivedhighrankingsfわritsinvestment
potential,Withregardtosuchindicatorsasconsumption,
production,financeandsystems,anditisa"market"in
whichthereisexpectedtobefurthergrowthinsuchareas
ascapitalinvestmentintheoilsector.Hovever,itranks
nearthebotomofthetableintermsorthestateorits
in斤astructureandtheinvestmentenvironmentisbad.There
arehigh risksinvolvedinful-scaleentryIntotheSiberian
market.However,itisundeniablethatcompanieswilbe
deprivedormarketopportunitiesiftheydonotenterthe
market.
Inthiskindofsituation,astrate豆ythatmakesuseof
competentlocaldistributorsispreferable,asitrequires
theinputoffewresourcesandentailslitlerisk.Ifsucha
strategywereadopted,companieswouldbeabletoavoid
misslngOutOnmarketopportunities;localwholesale
distributorswouldbethemainactorsinvolvedinseeking●(J
out-andsecuringaSmanyretailersaspossibletobecome
salesoutlets,concludingcontractswiththemandsupplying
themwithgoods.
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